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序

近年，全国的な傾向としての土地開発現象は，本町においても顕著であり，そ

こには，必然的に文化財保護の問題が緊要な課題として提起されております。こ

れらの状況に対応して，開発と保存の調整を図りつつ，止むをえず，消滅せざる

をえない遺跡については，事前の調査を十分に行い，後世の人々に郷土の歴史を

伝えていく使命を，文化財行政は担っていると言えます。

今回調査した神ノ前遺跡は， 水城青葉台第二期造成工事に伴って発見された

窯跡で，発掘された遺物は，大宰府政庁以前の大宰府を究明する上で誠に重要な

ものであると考えます。

本報告が研究資料の一つとして御活用いただければ幸いに存じます。

なお，調査に際して，指導助言をいただいた福岡県教育庁文化課，九州歴史資

料館の担当者を始め，作業に従事された地元の皆さん，更に，発掘調査費を全額

負担された，原因者の栄泉興産株式会社並に株式会社いそのさわの方々の多大の

ご協力と文化財に対する深い御理解に深甚の謝意を表します。

昭和54年3月31日

太宰府町教育委員会

教 育 長 陶 山 直次郎



例日

1 この報告書は筑紫郡太宰府町大字吉松所在窯跡の調査報告書である。

2 発掘調査及び遺物整理作業は栄泉興産株式会社の受託事業として太宰府町教

育委員会が実施し，福岡県教育委員会の援助を受けた。

3 発掘調査の実施に当り，株式会社竹中土木の援助を受けた。

4 本書の執筆は次の通りである。

I 酒井仁夫

n 酒 井 仁 夫

m-A, B-1 酒 井 仁 夫

ill-B-2 石松好雄・高橋 章

w 酒 井 仁 夫

5 本報告書は酒井が編集した。
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I 位置と環境（第 1・ 2図，図版 1)

福岡平野南部の牛頸山（標高 448m) は背振山地の束北方にあり，御笠川の支流牛頸川その

他の水系によって開析されて狭長な丘陵地を形成している。現在の行政区画の大野城市牛頸か

ら春日市，太宰府町の一部にまたがって牛頸窯跡群が存在する。神ノ前窯跡は牛頸窯跡群の東

北端に位置する。

牛頸窯跡群はこれまで小田富士雄氏，国士館大学，立正大学，福岡県教育委員会によって調

査されてきており，刊行された報告書としては次の書がある。

1.福岡県教育委員会『野添・大浦窯跡群』「福岡県文化財調査報告書」第43集 1970 

2.坂詰秀一編「筑前平田窯跡」雄山閣 1974 

3.福岡県教育委員会『長浦窯跡』『向佐野窯跡』「九州縦貫自動車道路関係埋蔵文化財調査報告書」

第VI躾 1975

4.横田賢次郎，川述昭人，酒井仁夫「福岡県大野城市牛頸における奈良時代窯跡」九州考古

学49・ 50 1974 

5.大野城市教育委員会「大野城市文化財分布地図」

6.大野町教育委員会「大野町の文化財」第 2集 1971 

7.小田浦窯跡発掘調査団『小田浦窯跡の調査』「大野城市の文化財」第 9集 1977 
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1 神ノ前窯跡

5 平田窯跡

9 大浦窯跡

13 長浦窯跡

第 1図周辺遺跡分布図（縮尺 1/25,000) 

2 向佐野窯跡

6 ハセムシ窯跡

10 平田窯跡

14 東浦窯跡

3 小水城

7 井手窯跡

11 平田南窯跡
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4 野添窯跡

8 原窯跡

12 上平田窯跡
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第 2図 1 ・ 2号窯跡地形実測図（縮尺 1/200) 
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II 調査の経過

1978年9月，栄泉興産株式会社より太宰府町教育委員会社会教育課及び福岡県教育委員会文化

課に対して，太宰府町大字吉松の宅地造成予定地内における埋蔵文化財の有無についての問い

合せがあり，文化課は 9月に窯跡 2基がある旨回答した。その結果栄泉興産株式会社の委託事

業として太宰府町教育委員会が調査を実施することとなり，同年10月13日より 11月4日まで発

掘調査し，その後12月 1日より 1979年 3月4日まで遺物整理作業を実施した。

調査の関係者は次の通りである。

総 括太宰府町教育委員会 教 育 長 陶山直次郎

同 社会教育課長 木本 茂

社会教育課文化財係長鬼木富士夫

事務・会計 同 社会教育課文化財係 野 津 原 弘 明

発 掘 調 査 福 岡 県教育委員会 文化課主任技師 酒井仁夫

同 浜田信也

同 川述昭人

文化課技師 佐 々 木 隆 彦

遺物整理福岡県教育委員会 岩瀬正信
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III 調査の内容

遺跡は国指定史跡水城堤が取り付く丘陵の南北両斜面にあり，煙出し部は現在失われてはい

るが，相向い合う 2基の窯跡が検出された。

A 遺構

1 1号窯（第 3図）

Sl3°Eの焚口方向をもつ地下式窯である。焼成部上半と煙道部は削平されており，残存長7.6m

である。 3回にわたる床の作り替えがあり，各回ごとに数度の小修理のあとがみられる。

窯体の構造

焚口 (A-B間）

第 1次床面は長さ 95cmあり，窯体内へ向けて僅かに傾斜している。奥巾 2.2m, 前巾 2.6m

で，前広がりに開いている。床面中央に巾80cmの楕円形ピットがある。 直立する壁はよく焼

き締っている。第 2次床面は約15cm嵩上げされ，長さ45cm残している。床面はやはり燃焼部へ

向けて僅かに傾斜している。第 3次床はさらに25cm嵩上げされている。床面は水平となり，燃

焼部との区別がつかない。

燃焼部 (B-C間）

第 1 次床面では焚口から 90cmの間約20゜の傾斜で下がっており，その後長さ l.lm の間15~30°

の傾斜で上っている。この縦断面摺鉢状の中に砂を含んだ灰色土 (2)が堆積しており，この範囲

までが燃焼部と思われる。巾は中央部で 1.9mであり，窯体の中で最も狭く，焼成部へと広が

っている。第 2次床面での燃焼部は長さ 1.9mあり，中央部で35cm嵩上げされている。灰色土

(2)と炭化物を含む灰色土(13)が堆積する範囲と考えられる。最初中窪みした床面だったもの

が，水平に埋った時点で操業を止めている。第 3次床は長さ 2.lm残しており，中央部で20cm

嵩上げされている。第 2次床と同様，堆積物で水平に埋った時点で操業を終えている。第 4次

床は不明。

焼成部

第 1次床面は33゚ の傾斜で上り，長さ 4.6mを残している。 1|］は燃焼部から 3.lm伸びたとこ

ろが最も狭く，その先僅かに狭くなる。床面は荒れている。第 2次床は 1.6m伸びた個所で第

1次床面に接する。それだけ傾斜角度は緩くなり， 30゚ となる。第 3次床面では27：第 4次床面

で20゚ となる。各次の床面とも硬く焼き締っている。その間には窯壁片を多く含んでいる。特に

20~30cm大のスサ入りの土塊があり，修理の多かった事を思わせる。
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灰原・物原

燃焼部から掻出された炭化層は南に広がり，約 4m伸びて崖で切られていた。深さ約 lmあ

り，多量の須恵器を含んでいた。また灰原の東側には物原が広がっていたが， ここも東側の崖

で約 2m伸びて切られていた。

2 2号窯（第 4・ 5図）

N26°Wに焚口方向をもつ地下式窯である。焼成部上半と煙道部は削平されており，残存長 12.0

mで，前庭部，焚口，燃焼部，焼成部より成る。

前庭部，焚口は 1回，燃焼部は 2回，焼成部は 1回修理されているが，各床間に窯壁片を含

むことはなく， 1号窯に比べて操業期間が短かかったと思われる。

前庭部

窯尻は右扁して広がり，周囲に高まっている。墜は低くなり，焼けていない。中央部で床面

から90cmの厚さの炭灰層が堆積し，北側の上端に接して，灰原へと伸びている。

窯体の構造

焚口 (A-B間）

前庭部に続き，やや中ぶくらみだが垂直に立つ壁が固く焼締っている範囲が焚口と考えられ

る。 第 1次床は長さ80cmあり，床面は水平で燃焼部側に広がっている。奥巾 2.0m。第 2.

3次床面は同一で第 1次床を 5cm嵩上げしている。床面はやはり水平である。

燃焼部 (B-C間）

床面中央の円形摺鉢状ピットを扶み，焼成部との傾斜変換点までが燃焼部と考えられる。第

1次床では円形ピット底から焼成部側に若干上り気味となる。硬い炭化物混りの灰層が 5~10 

cm堆積した上に第 2次床が作られている。床面は浅い中窪みとなっているが，その上の第 3次

床では水平になっている。壁は中ぶくらみが大きい。

調査中約 1.5mの高さの天井部が残っていたが，壁体の亀裂が多く，危険なため取り壊した。

焼成部

傾斜変換点から 5.8mの長さを残していた。傾斜角30゚ である。第 1次床では楕円形や円形の

浅いピットがあり，置き段をしつらえている。また，第 1次の床面で小石があるが，第 2・3次

床面となると置き台としての表面平坦な石が床に埋め込まれている。壁は垂直に立ち，天井は

ドームをなす。
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灰 原

前庭部北端の高まりを越え，西及び北側へか

けて広がり，北側は12m伸びて崖で切られてい

る。

3
 

階段状遺構（第 6図）

2号窯の東側に 2m離れてN60°Wの略北西に

開く階段状遺構が検出された。長さ 5.2m, 上

部巾 3.3mで，床面 3段（部分的に 4段）に平

坦に近い面を作っている。壁及び床は何ら加熱

された形跡はない。埋土中から少量の須恵器と

瓦片が出土した。
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遺 物

検出した遺物は須恵器と瓦である。総最はド

ンゴロス 100袋程度である。以下須恵器と瓦に

ついて記述する。

「
•1

1
1
1ー

萎

信

苺
詈
芯
函

z

奏
1
}
婆

O

I

ー 須恵器

窯内遺物の床面毎の形式差について把握に努

めたが，充分な成果は得られなかった。

蓋杯・高杯を中心として 4類に区分し，各々

A・B・C・D類とした。筑前における須恵器

の編年は小田富士雄氏の考察を鏑矢としており，
（註 1)

それを礎にして作成した御笠川東岸地域におけ

る須恵器の相対年代と絶対年代についての拙稿
（註 2)

を今回の分類基礎とする。

なお，各個体の詳細については一覧表 (P27 

~36) を参照されたい。

註 1．福岡県教育委員会『野添・大浦窯跡群』「福岡

県文化財調査報告書」第43躾 1970 

0
0
・
9
1
,
・
H
 

f
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―
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゜
註 2.福岡県教育委員会「九州縦貰自動車道関係埋

蔵文化財調査報告書」 XVII 1977 
第 5図 2号窯跡灰原断面実測図（縮尺 1/60) 
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(1) 1号窯出土須恵器（第 7~9図，図版 5~8)

i) 窯内出土須恵器（第 7図）

蓋杯・高杯． t甘が出土した。各例の出土位置，層位は一覧表に記しているが， 5と14,15が

焚口の下層炭化物層で， 2・ 11が同部上層炭化物層から出土した。焼成部最上層からは4・ 10 ・ 

12 ・ 13が出土した。
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蓋杯 (1~11) B~Dの3類に区分される。

B類： 1・ 2の蓋と 5・ 6の身が含まれる。蓋の天井部，身の底部は粗いヘラ削りか未調整で

ある。この類はさらに b.Cに2区分される。 Bb類には 1の蓋と 5の身があり，蓋の口縁部

は太く直立し，｛本底部も1厚い。身は受け部が窪まず，立ち上りが断面三角形に近く，根元が太

い。 BC類は Bb類に比して薄手である。

c類： 3の蓋と 7~ 9の身が含まれる。蓋身とも扁平である。身の立ち上りの形状には B類の

b. C と同様の細別がある。

D類： 4の蓋と 10・ 11の身が含まれる。 4は丸い未調整の天井部をもち，口径10.7cmである。身

の底部は平坦で，切り離しのままである。口縁部は直立し，体中央部に 1, 2条の沈線を有す

る。

蓋 (12) 全体に部厚く，口縁部は直立してから軽く外反する。口径10.4cm，器高4.5cm。

高杯 (13~15) 大小 2器種あり， 14・ 15がB類蓋杯と同一層より出土した。 13の小形品

はD類蓋杯と共伴した。 13は口径 9.1cm, 器高10.4cmで全体に厚手である。口縁部は僅かに外

反し，端部は丸い。 14は短脚で裾部は水平に広がる。イ本底部は部厚い。 15は浅く大きく開く杯

部をもつ。端部を僅かに外傾させている。

培 (16) 焚口炭化物層中の出土例である。全体に厚手である。口径 9.1cm, 器高約 8.2

cmである。

||） 灰原・物原出土須恵器（第 8・ 9図）

灰原からは蓋杯，鉦，高杯，椀，壺，迎，提瓶，平瓶，甕が出土した。

蓋杯 (l7~38) B~Dの 3類に区分される。

B類： 17の蓋と 31の身が含まれる。蓋ば部厚く，天井部に丸味を残している。口径12.0cm, 器

高 4.2cm。身は底部が厚く，丸味をもっている。立ち上りは付根が太い。口径10.7cm，器高4.2cm。

c類：大半の蓋杯はこの類の例で， 18-28の蓋と 32-37の身が含まれる。蓋の天井部及び身の

底部は扁平となる。窯内出土例と同様に原味や身の立ち上り形状で b・ c 2種に細区分される。

蓋の口径は12.6 ~ 11. 5cm, 器高3.5-2.9cm。身の口径は10.4~9.4cm, 器高3. 5-3.0cm。

D類．・ 29・ 30の蓋と38の身が含まれる。蓋の天井部はまったく平坦となり，イ本部は直線的に開

いて，口縁部は直立する。口径10.3~11.3cm, 器高3.6-3.3cm。身体部に比べて薄手で小さな

立ち上りをもつ。口径は8.0cmと小さく，器高は2.5cmである。

蓋 (39~41) 身受けのかえりをもつもの (39・ 40) ともたないもの (41) がある。また，

ツマミは凝宝珠状のものとボタン状のものとがある。

高杯 (44-47) 全て小形品の脚部である。脚柱に長短があり，また，裾端に折りかえし

のあるものとないものとがある。 47はB類に，44・ 46がC類に，45がD類に伴うものかと思われ

る。
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椀 (42・ 43) 大小 2種ある。 42は口径 9.2cm, 器高 4.7cmである。口縁部は直立し，底

部ヘラ削りである。 43は口径14.0cm, 器高 6.5cmである。イ本部はカキ目調整を施している。 42

はC類に， 43はB類に伴うものと思われる。

壺 (48・ 49) 48は細頸壺である。頸部から胴部にかけてカキ目を施している。肩部に上

2条，下 1条の浅い巾広の沈線をめぐらし，その問に櫛刺突紋を配している。 49の高台は壺に

付されるものであろう。

述 (52) 頸部より上を欠失している。イ本部から底部にかけて停止ヘラ削りしている。体

部上半の 2条沈線間に斜行沈線をめぐらしている。

平瓶 (51) 口縁部から頸部にかけてのみで，焼歪みが甚しい。口径約 7.9cmである。

提瓶 (50・ 54) . 50の口縁部は薄手で，端部は鋭く立ち上り，外面に凸帯をめぐらしてい

る。 54の体部凸面はカキ目調整を，平坦面はヘラ削りしている。把手は退化し，ボタン状である。

甕 (53) 部厚な口縁部をもち．口縁端部は鋭く立ち上る。口径22.4cm。

(2) 2号窯出土須恵器（第10~15図，図版 9~ 15) 

i) 窯内出土須恵器（第10図）

蓋杯，椀，平瓶，壺が出土した。 7は崩壊した壁体の堆積層の上で陥没した埋土中上部から出

土した。壁が陥没する際には表土にあったものと思われる。 11は最下層床面の出土品である。

1 ~ 3, 8~10は焚口埋土下部からの一括出土品である。 4は焼成部上半面， 5は最下炭化物層，

12 ・ 13は最上層床面からの出土である。

蓋杯 (l~10) B類のみである。

B類： 1～ 6の蓋と 7~10の身があり，窯内出土蓋杯の全てがこの類に含まれる。この類はさ

らに 3区分される。 Ba類には 1の蓋と 7の身がある。 7の身は立ち上り高 1.0cm, 口径11.3

cm, 最大径14.1cm, 器高 4.5cmである。 Bb類には 2~ 6の蓋と 8・ 9の身がある。小形化し，

天井部や底部は厚味である。身の立ち上りは断面三角形に近く，端部が尖る。 Be類は10の身 1

点である。底部が平坦で口径も小さい。

椀 (11) 器高の深い大形品で，器壁は全体に薄い。内傾する体部にカキ目を施し，上か

ら3条の沈線を引いている。口径11.9cm。

平瓶 (12) 厚手の器壁をもち，底部上げ底である。

壺 (13) 肩の張る長胴の壺である。 1本部下半から底部にかけてヘラ削り調整を施している。

II) 灰原出土須恵器（第11~15図）

灰原からは蓋杯，有蓋・無蓋の高杯・椀， t廿，迎，摺鉢，提瓶，壺，甕が出土している。ま

た，灰原の南側地山上からは蓋杯数個が一括して出土した。これらの蓋杯は全て C類に含まれ，

灰原中にはこれらの類を含まないところから，当窯で焼かれたものかどうか疑問がある。
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蓋杯 (14~38) A~C類に 3区分される。このうち C類については先述した理由で‘，当

窯のものかどうか疑問がある。

A類： 14・ 15の蓋と 24・ 25の身が含まれる。蓋の天井部，身の底部は丸く，身の立ち上りは細

く長い。蓋は口径13.2-13. 7 cm，諾高5.l-5.3cmである。身は口径13.2-13. 5cm, 器高約 5.1

-5.9cm, 立ち上り高は 1.1-1.2cmである。

B類： 16~22の蓋と 26-35の身がある。窯内出土例と同様，大半の蓋杯は当類のものであり，

3種に区分される。 Ba類には16の蓋と 26・ 27の身があり，蓋の口径が大きく，体部は丸い。身の

立ち上りは細い。 Bb類には17~21の蓋と 28-35の身が含まれる。蓋は扁平になり，身の立上

りの形状は受け部との境が太く，断面三角形に近いもの (27-29・ 33-35) と，細味のもの(26・

30-32) とがある。

c類： 23の蓋と 36~38の身があり，全て灰原南地山上の出土品である。蓋は口径12.lcm, 器高

3.3cmである。身は口径10.2-10.7cm, 器高 3.3-4.lcmである。

有蓋高杯 (39-49・ 55) A ・ B類に 2区分される。

A類： 39・ 40の蓋と44~46の身がある。蓋は口径14cmを越え，器高も高く，天井部は丸い。身

脚部が直線的で太い類で方形 2段透しである。 44・ 46の杯部立ち上りは細味で長い。

B類： 4］～43の蓋と47~49の身が含まれる。蓋は A類に比べて口径が小さい。 40・ 41の口唇部

の作りはB類蓋杯のそれに類似している。身は脚部が上半で締まり細くなる。方形 2段透しで

ある。杯部の立ち上りは短かくなる。

無蓋高杯 (50~59) A~B類に 2区分され， B類には大小 2種がある。

A類： 50の杯部があり， 55の脚部もこの類に入るかと思われる。 50は有段で口縁部は直立する。

55の脚部は上半が直立し，裾部端は鋭く立つ。

Ba類： 51-54・ 59の長脚品が合まれる。杯部の口径は小さくなり，段部が沈線へと変化して

いる。脚部は上半が細く締まる。 53は方形 2段透しである。 59の短脚も当類に含まれると考え

られる。

B b類： 56~58の小形品である。脚裾端を強くナデつけて薄手にし，裾を広く取るもの (57・ 

58) と，そうでないもの (56) の2種がある。

椀 (60-63) A ・ B類の 2種がある。

A類： 60・ 61が含まれる。イ本部有段で，口縁部は薄く，直立する。

B類： 62・ 63が合まれる。 1本部に 2条単位の沈線を有し，全体に A類より薄手である。 62はロ

縁部が外傾するのに対し， 63は内傾する。

柑 (64・ 65) 64は短頸坦の蓋と思われる。口縁部は厚く，若干外反する。 65は広口で，底

部は切り離したのみでヘラ削りしていない。
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第16図 1号窯出土須恵器ヘラ記号拓影（縮尺 1/ 3) 

脚付椀 (66)

高台付壺 (67・ 68) 

脚部は太い。球形椀部は厚手で，外面カキ目調整である。

高台部のみである。 67は柱部は短かく，裾部は広い。 68は裾部が立

ち．柱部は長い。中形壺の高台部であろう。

迎 (69)頸部は細く締り，頸部中央の沈線より下に外面ハケ目を施している。

摺鉢 (70) 原手の短頸である。底部中央が剥げ落ちており，細部は不明。

72は把手がボタン状をなず。 71の口縁端部は肥原し丸い。提瓶 (71-73)

中形壺 (74・ 75) 

中形甕 (76-82) 口縁部の形状に 3種みられる。口縁端部が直立し，内面つまみ出されて

いるもの (76-78)，肥厚し丸いもの (79・ 80)と外面の端部下に一条凸帯をもつものがある。

大形甕 (83-86)

平底壺と直口壺がある。

破片は大量に出土したが， 口径を推定しうる例は図示したもののみで

ある。いづれも口縁端下に 1~ 2条の凸帯を有し，頸部に数条の沈線を施している。 84~86は

沈線間に斜行連続沈線をめぐらしている。
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第17図 2号窯出土須恵器ヘラ記号拓影（縮尺 1/ 3) 

(3) 小 士
口系

1 ・ 2号窯の窯内及び灰原から出土した須恵器は以上の通りである。蓋杯及び高杯を中心と

して A~D類に区分した。このうち 1号窯からは B~D類が， 2号窯からは A~C類が出土し

ている。

各窯出土各類須恵器の出土傾向i) 

2号窯出土の A類蓋杯は灰原中のみの出土例であるが， 2号窯開窯期を示すものと考えられ

る。唯しその期間は出土量からみて短期間であったと思われる。

B類は 2号窯操業期間の中心をなすもので，出土品の大半はこの類に含まれる。その中でも

前半に集中する。 図示した胞・提瓶・各種壺・甕も B類に含めてよかろう。

C類の蓋杯は灰原南側の地山上で出土したもののみであり，

で焼かれたものとするには疑問がある。

それ以外に出土品はない。当窯

1号窯出土の B類蓋杯は少例で‘, その中でも後半のものである。高杯はない。 B類が開窯期
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第18図 1号窯出土須恵器外面叩き拓影（縮尺 1/ 2) 
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を示すが，その期間は短かかったと思われる。

C類は 1号窯操業期間の大半を占めている。胞の頸部は付根が極めて細く，提瓶の把手はか

ろうじて痕跡を留めている。

D類は焼成部内の最上床面から出土しており，この類が閉窯期を示している。しかし量的に

はC類にはるかに及ばない。

ii)ヘラ記号について

ヘラ記号は 2号窯出土高杯 l点を除き，全て蓋杯に付されている。

1号窯（第16図）

直線組み合せが大半 (1~13) を占め，それに曲線 (14~18) が僅かに加味されている。施

文道具としてはヘラ金属器がある。 13の線は鋭くて深く，金属以外は考えられない。直線文の

組み合せは平行，直交，斜行があるが，平行線に斜行線 1本を組み合わせた例が最も多い。 17は

x印をヘラで，長 S字を金属器で引いており，唯一の例である。 18は特殊なヘラ記号であり，

2個ある。

2号窯（第17図）

1号窯でみられた弧状印はまったくなく，一条線が増加している。他の印はまったく 1号窯

と同様で，平行線に 1条の斜行線を加えた例が多い。また，唯一ではあるが23の特殊例が 1号

と同様にみられることは興味深い。

iii) 須恵器外面叩きについて

壺，甕類の外面叩きは両窯バラエティーがあり， 1個体に 2種以上の叩き板を用いた例もあ

る。また叩きの方向は縦横に走る例が多く，通常みられる方向性がくずれている。基本的には

平行叩きと格子叩きである。内面は青海波叩きであるが， 2号窯で‘1点，格子叩きを用いた例

がある。

1号窯（第18図）

1 ~ 4が平行叩き， 5 ～ 8が格子叩きの上から平行叩き， 9 ～ 12が格子叩きである。

平行叩き： 1の溝巾は1.5-2.0mmである。板巾は3.8cm程度残っている。 2は2.0-2.5:mmの溝I11 

をもち，板巾は 1とほぼ同様と思われる。上に粗いカキ目が施されている。 3は3.0-4.0mmの

溝巾をもつ粗い叩きである。板巾は先と変わらない。 4は1の叩きが縦横に施された例である。

5 ~ 8の格子叩きの上に打たれた平行叩きは全ての 2の叩きと同巾である。

格千叩き： 9は最も細かい長格子叩きである。各方1.2 X 2. 0 X 4 mmである。板巾の残りは 3cm 

程度である。 10は 3mm方眼の正格子で板巾の残りは 3~ 4cmではあるが，不明確である。

11 ・ 12は4X 6mmの長格子叩きである。板巾の残りは 3.8cmである上に平行l]0きを施された例

のうち 6は 9の， 7は10の， 5は 8の格子叩きが残っている。
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2号窯（第19図）

1~4が平行叩き， 5~11が格子叩きである。

平行叩き： 1・ 2は極めて細かい平行叩きで．溝巾1.0~1.5mmである。板巾の残りは 3.6~3.7 

cmである。縦横に叩き上げる例の多い中で，一直線に美事に叩き上げている。 3は1号窯の 2

の， 4は1号窯の 3の叩きと同様である。

格子叩き： 9は第15図84の． 10は第14図79の叩きである。また11は7と共伴して出土し， B類

の蓋杯（第10図7) と共伴した。 5~10の格子叩きは 1号窯の10と同様である。 11は図上右が

外面，左が内面である。外面にはlOX2mmの長格子叩きが打たれ，カキ目調整で多くは消えて

いる。板巾の残りは約 3.0cmである。内面には青海波叩きの上に 5mm方眼の正格子叩きが施さ

れている。

表 1 1号窯出土須恵器観察表
（ ）内数値は現存値

遺物番号 器 種百闊番号 出土地点 ①器高法②口径③且胴(cm径)④庇径
ヘラ

調整法及び特徴 時期 備 考
記号

内外面ヨコナデ．天井i褐未閥整

I 杯
蓋 第 7図 燃焼部炭化物陪 ① 4.0 ② 12.0 胎土は紗粒含む．焼成軟質． B 

図版 5
色綱は灰黄褐色

這 第 7図
内外面ヨコナデ，天井部未調整

2 杯 焚D最Jc床面 ① 4.0 ② 12 3 0 胎土は砂粒を若・下含む．焼成硬 B 
図版 5

質，色調J天黄色

内外面ヨコナデ．天井祁回転へ

3 杯
蓋 筍 7図 焚U炭化物層 ① 2.8 ② 11.4 

゜
ラ削り

C 
図版 5 胎土は砂粒殆ど含まず，焼成

良好．色調暗灰色

内外面ヨコナデ． K・片部ナデ

4 杯 蓋第7閃 焼成部ittM ① 3.3 ② 10.8 

゜
胎土は紗粒を行千含む，焼成 C 

図版 5
硬＂．色関暗 IK色

内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り．

5 Iネ 身 第 7図 焚u下層炭化物層 ① 4 2 ② 11.9 

゜
1/3欠損

B 
図版 5 胎土は砂粒若•下含む．焼成硬

く良好．色調1よ淡い小豆色

内外i面ヨコナデ， II~ 泄未調整．

6 杯 身 第 7図 焚[l最 r．床面 ① 4.1 ② 10.9 
内面に！胆色のr1然釉付行

図版 5 胎士（よ砂9."'i干含む．焼成硬 B 

質．色潤明Iii/II:色

身 第 7図
内外面ヨコナデ，底部未調整

7 I不 燃焼部炭化物層 ① 2.9 ② 10.2 

゜
胎土は紗粒若干含む．焼成硬 C 

図版 5
ftで良好．色調II<色

燃焼部 I・・半床 ① 3,5 ② 11.2 
内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

8 杯 身 第 7図

゜
胎士は砂粒含む．焼成は硬く良 C 

図叛 5 （炭化物の f-:)
好．色講は,,;,色

内外面ヨコナデ．底部濶整法不， I石 身 第 7図

図版 5
灰原表土 ① 2.5 ② 10.2 

明

胎士は小砂粒を若千含む．焼成 C 

硬質．色調1仄色

第 7図
内外面ヨコナデ

10 椀
図版 5

焼成燃焼部中溝底 ① 4.4 ② 8.7 胎土は砂粒を若干含む，焼成 D 

硬質．色調暗灰色

第 7図
内外面ヨコナデ．厖部未調整

II 椀
図版 5

焚口最上床面 ① 4.0 ② 9.3 粕土は細砂粒を杵干含む．焼I戊 D 

やや軟質．色調I!<色
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迫物番号 器 種翡息番号 出土地点 ①器店法②口径③址胴(cm径)④底径
ヘラ

調整法及び特徴 時期 簾 考^乱．L，—ら'コ＇． 

内外面ヨコナデ

12 蓋
第7図

焼成・燃焼沸中間床 ① 4.5 ② IO. I 

゜
胎土は砂粒若下含む．焼成硬

B 

図版 5
費で良好．色調は灰色 ｛ 

焼成・燃焼部中間床
内外面ヨコナデ

13 高 I石 布7図 ① 10.3 ② 9.1 胎士は砂粒殆ど含まず．焼成
B 

図版 5 焼成部最上層
硬'it良好．色上1暗灰色 も

灰外大面きヨコナデ． I不部脚内面部1よ気泡部

I不第 7図
＜凹凸杵しい． に一

14 店 焚口下層 ①(5 7) ②(12,1) c(8.9) 
胎士釉は砂粒色多し，焼成硬質．

B 
閃版 6

色調暗灰

内外面ヨコナデ

15 高1不杯部
第7図

焚I1下府炭化物層 ①(5.3) ② 15.5 胎土は砂粒を若干含む．焼成 B 
図版 5

硬質．色調暗Ii<色

内外面ヨコナデ

16 Ht 
第7図

灰原焚口炭化物屑 ①(8.1) ② 9.0 胎土は砂粒を若千含む．焼成 B 
図版 6

硬質，色調暗／夭色

内外面ヨコナデ．犬井部未調整

17 杯
蓋 第8図 焼成・燃焼部下層床 ① 4 I ② 11.8 

゜
胎土は砂粒多く不良，焼成良好， B 

図版 6
色調灰色

内外面ヨコナデ，天井部ヘラ削り

18 杯 基 第8図 灰原南地1J1J: ① 3.5 ② 12.3 

゜
胎士砂粒若干．焼成硬質良好． C 

図版 6
色潤11<色

内外面ヨコナデ． kj耀 1未調整

19 杯 益第 8図 灰原 ① 3.0 ② 12.2 

゜
胎土は砂粒を若干含む．焼成や C 

図版 6 や硬四，色調員iii.色

内外面ヨコナデ．人1卜部未調整

20 杯
蓋 布8閃 灰原南地山 t ① 3.8 ② 11.8 

゜
胎土は砂粒若干．焼成良好． C 図版 6
色調／氏色

内外面ヨコナデ

21 杯 蓋 第8図
図版 6

灰原 ① 3 7 ② II 8 

゜
胎士はfn撰されている．焼成良．

C 色調（内面・・小豆色． 外面・・好

県色）

蓋 第8図

内ラ削外面りヨコナデ． 天IF部回転へ

22 杯
図版 6

灰原 ① 3.7 ② 11.4 
胎色色±調） I よ（砂内粒面•多,;;く色不良， ，外焼面成••良•黒好褐， C 

内外面ヨコナデ，天井部ヘラ削り

23 杯
蓋 第8図

図叛 6
灰原南地1U上 ① 3.5 ② 11.2 胎土は砂粒多く．焼成硬代．色関 C 

灰色

内外面ヨコナデ

24 杯 蓋 第8図 灰原南地IUJ: ① 3 2 ② II 7 胎＋．は砂粒少（良好．焼成良好． C 
図版 6

色調JA色

内外面ヨコナデ．天井部未調整

25 杯
複 第8図 灰原 ① 3.2 ②12.0 

゜
胎土は砂粒を若下含む，焼成硬 C 約 3/4欠く

図版 6
質．色調Ii<色

内外面ヨコナデ．天井部未調整

杯
9第8図

灰原 ① 3 5② 11 2 

゜
胎土砂粒多し．焼成硬質26 蓋 図版 6 C 
色鯛1反色

第8図
内外面ヨコナデ．天井部不明

杯 灰原
復元

胎土は砂粒を若下含む．焼成硬27 蓋 図版 7 ① 3,6 ② 10.9 C 

買．色調暗褐色
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遠物番片 器 l!li 醤凰番号 出 J.:地点 ①沿，岱法②口径③駄胴(cm径)①底径
＾~ラ

闘整法及び杵徴 時期 錨 考記号

蓋 第 8図
復元 内外面ヨコナデ，天井部回転へ

28 杯 灰原 ① 2.8 ② 11.3 。ラ削り C 
図版 7 胎土は砂粒多 L.焼成良好．

色調暗I.Ji色

内外面ヨコナデ．天井部静止へ

杯 苫 第 8図 灰原南地IlJ上 ① 3.6 ② 10 2 
ラ削り

D 29 
図版 7 胎土は砂粒若干含む．焼成硬質．

色調Iii.色

蓋 第 8図
内外面ヨコナデ

30 杯 灰1点南地山上 ① 3.2 ② 11.3 

゜
胎土は砂粒多く，焼成良好． D 

図版 7
色調灰色

身 第 8図
内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

31 杯 灰原南地山 ① 4.1 ②II 8 

゜
胎土は砂粒殆ど含まず．焼成硬 B 

図版 7
質．色調灰色

内外面ヨコナデ，底部ヘラ削り

32 杯 身 第 8図 灰原表士 ① 3.5 ② 10.2 

゜
胎土は大砂粒を含む，焼成硬質 C 

図版 7
色関Iii色

内外面ヨコナデ

33 1不
身 第 8図 灰原 ① (3.2) ② 10.3 

゜
胎土砂粒多く含む．焼1戊硬い． C 

図版 7
色調／仮色

復元 内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

34 杯＇身
第 8図

灰原南地111上 ① 3.1 ② 10.9 

゜
胎士は大粒の砂粒多し，焼成良 C 

図版 7
好．色調Iii.色

内外面ヨコナデ．底部未調整

35 杯 身 第 8図 灰原表土 ① 2.8 ② 10.4 

゜
胎士砂粒若干含む．焼成硬質． C 

図版 7
色調灰色

内外面ヨコナデ，底部未調整か？

36 杯 身 第 8図 灰原表土 ① 3.1 ② 9.8 胎土は砂粒を殆ど含まず．焼成 C 
図版 7

硬質．色闘1反色

内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

37 杯
身 第 8凶

灰原表土 ① 3 4 ② 9.2 

゜
胎土1よ砂粒を少ht含む，焼成硬 C 

図駈 7
質．色関暗Iii.色

身 第 8図
内外面ヨコナデ．底部未調整 l 

38 杯 灰原 ① 2 6 ② 7 9 

゜
胎土は細砂粒を少凪含む．焼成 D 

図版 7
軟牧．色調11<.色

内外面ヨコナデ．天井：祁ヘラ削り

39 蓋
第 9I河

／灰原ド層 ① 3 5 ② 7 9 胎土は砂粒含む，焼成硬質， B 
図版 7

色調灰色

第 9図
内外面ヨコナデ．天井部カキ目

40 蓋 灰原 ① 3 3 ② 10.2 胎土は砂粒を殆ど含まず，焼成 B 
図版 7

硬質良好．色調灰色

第 9図 復元 胎士1よ砂粒を殆ど含まず．焼成
41 蓋

図版 7
灰原下層 ① 5.6 ② ]2 1 B 

硬質．色悶灰色

身 第 9図
内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

C 
42 杯 灰原 ① 4.6 ② 9.2 胎士は砂粒若干．焼成良好 I 

図版 8
色調黙褐色

D 

復尤
内面ヨコナデ．外面上部カキ目

第 9図 外面底部ヘラ削り B 
43 椀 灰原 ① 6.5 ② 13.9 

胎土は楕製されている．焼成硬 ＼ 

図版 8 C 
質良好．色悶灰色
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遺物番り 9,．" 9 柚！鸞砂 :1:上地．9.'!、 法② (•litl lcm) ヘラ
湖f約去及び特徴 II、乍Iり1 備 考

①器，＇， 9：, LIft 1月往④底if ,',・L'',", ・ 

内外而ヨコナデ

4 4 ,：．:it4 脚 第 9図
悦焼部炭化物層 ① 16 4) (0 7 4 胎；r．は社II砂粒を若+含む，焼成 C 

図版 8
硬'it，色調11;}/辰色

第 9図
内外面ヨコナデ

45 高杯脚
図版 8

灰1痕表」： ①(3.8 I ④ 7 3 胎土は砂粒をわずかに合も．焼 D 

成硬'i't 色調lis色

内外面ヨコナデ

46 沿； 1不 脚
第 9I苅

灰 1点 ①（り 71 ④ 7,2 胎J_1よ砂粒多く含む．焼I戊硬tt C 
図版 8

色閾Iliilk色

第 9図 胎上は砂粒？FF含む．焼1,liやや

47 点；杯脚 灰1虹l<le ① I 8 8 I R 9 4 B 
図版 8 卯竹，色期淡1バ色

内面ヨコナデ，外面カキ II

48 長野壺
:;jl; 9 1,1 

IKIが怜i地111t・ ① (9,4 I 胎上砂粒名い．焼1，文硬質，
B 

1/2,"／U 
図閉i8 I 

色 調I脊版色
C 

内外面ヨこ1ナデ
B 

4!) 祖 ム" 巧9図 If I点 ①(1 I I R l2 6 胎士：よ砂粒を多く合も，焼成硬 I 
図!;Ii8 

ti. 色，批1火色
C 

附外面ヨコナデ

50 提瓶II柑 I ,i 9 ['l/ )AI)；［表土 ① (4 1 I (1) 6 g 

゜
胎士は砂粒多く含 t，焼成踵tt

B 
I 

図版 8
色調暗Iii色 D 

口村［村面ヨコナデ，外面14見11ij

51 平瓶II年i
第 91図l

版厠―F料 ①(8 8 I ② 7,8 
なカキ且 [J1む部のみ残る B 

図版 8 胎土ば砂粒杓干含も，焼成硬竹 ＼ 

色閾/,fe.色
D 

復）じ 復几
,J伎：祁は．j卜常に引いヘラ削り

第 91ヌ［ 口角出部を欠く C 
52 腺 版原 ①I 6 8 I ③ 8 7 ④ 4 I 

゜
胎土は砂／立を多く含 t、 I 

図版 8 D 
焼成硬質．色調1火色

口辛ゞ内外面ヨコナ-r.Iii剖1外面

甕 I:J柑
第 9図 格千目叩き．内面同心円I][Jき C 

53 Iii/且焚II炭化物料 ①(9 8) ② 22 2 
胎土砂拉含も，焼成硬質 I 

図叛 8 D 
色調哨灰色

54 提
瓶 第 9図

灰原 ①(21 4) 
c 
I 

図版 8 I) 
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表 2 2号窯出土須恵器観察表
（ ）内数値は現存値

遺物番衿 沿 種悶悶配； 出士地点 ①器高法②n行③J,t胴(c径m)④/J~ii ヘラ
湖整法及び特徴 !I年1リ1 備 考9,9.し,,9,,,_ 

内外面ヨコナデ 天井部lnl屯云ヘ | 

杯
冷； 10|~I

焚11埋」；下部 ① 4 3 ② 13 0 

゜
ラ削り

I 
滋 図版 9 胎.tiょ砂粒少く良好 焼1戊あま

B 

い． 色乱月11/11仮色

内外面ヨコナデ，｝け柘':iヘラ削り

2 杯
第101‘9|

蓋 図版 9
焚l_1月リ ① 4 2 ② 12 2 

゜
胎ナ1よ砂粒を少し含む 焼成あ B 

まい色訓UJj／火色

第 10図
内外面ヨ」ナデ．天井部ヘフ削り

3 I不 蓋 図1阪') 表土
① 4 8 ② 133 

゜
胎士は大拉の砂粒を{'，・「・含む、 B 

焼I)しやや軟'IT. 色湖茶／仮色

盆 第!WI
内外面ヨコナデ

4 杯 焼I9支：祁 1・1,i、‘fl{、 ① 3 9 ② 12 7 胎」＿は砂粒少く良好．焼1戊良好 [l 

図版 9
色，憐11仮色

5 森
第 IOI各l

li'I―ド炭化屑
図版！）

内外両ヨコナデ．火 Ir部ヘラ削り

① 4 9 ② 12 8 

゜
胎士砂粒を含む．焼成歓t't B 

色ぷl茶褐色

復元
内外面ヨ 9 ナデ，天井：・rn1叶転へ

森 第10同 ラ削り
6 杯 Ml床面 ① 5 l) ② 12 8 

゜
胎ナは砂i.）を若卜含むが良し＇・

B 
同l:n9 

焼I9しややあよい｛色訓i袋赤褐色

＂ 
第lO國

復元 内外if1iヨコナテ'

7 邸
杯 図脱 9

窯体天｝卜の I ① (4 3) ② II I 胎＿l・iよ細砂粒を苔千含む，焼I戌

軟['（．色訓黄色

内外面ヨ」ナデ． IJ¥:部ヘラ削り

8 杯
身 第 101苅

梵口~I!」こい祁一括 ① 4 5 ② 111 5 
l ゚

胎士は砂粒若干，焼成ややあま B 
図板 9

い．色調明灰色

内外1hiョコナデ，底部i"I他ヘラ

， 杯 身 m,10図
焚口埋」．下部―-t,i ① 4 1 ② l09 

゜
削り B 

図版 9 lfi..tは砂粒少い，焼1戊あまい，

色湖明If_色

内外面ヨコナデ．底部19il転ヘラ

10 杯
仕 屯lO図

焚1-1サILLI勺祁括 ① 4 0 ② 10 4 

゜
削り

B 
図版！） 胎土は砂粒多い．焼成良好．

色勘1夭色

燃焼部屈ド1未・焼I戊 内面 -Jコナデ タ打面カキ H 底

第］0図 祁苗色上Kサ（お 2床）
剖次/11

II 例 NSトレンチ第 l層 ① (9 4 I ② 11 7 

゜図版 9 （炭化物料）炊口床
胎」；細砂粒を若千含む，焼1，梵軟

lifl炭化物h、 質，色闊茶黄色

内面ゴコナデ．外位1/JキH./Jt:

12 ,,, 瓶 第ID図
油 I-I.t面 ① I 9 8 I 0) ]2 5 

:¥Ii未湖整
Ill 

同版 9 胎土は小砂粒を若—F 含む會焼成

硬刊，色調暗1パ色

クト面 I・・半 1コ・J-デ． ド‘I：ヘラ削り

13 壺 第10似l EWトレ／チ.;1-1木Ihi ① (14 51 ③ 16 3 
口諒庭部欠iu

ID 
胎」．小砂粒を若干含む．焼1戊硬

質，色、闊灰色

内外面寸コナデ，天井部IQI転へ

14 I:｛、 蓋 第11図
灰原炭化物吊 ① 5 l② ]3 6 

ラ削り
A 

図版 lO 胎土は砂粒少く良好，焼成あま

い．色閾貨褐色

内外而ヨコナテ‘，天井部ヘラ削 n

I不
第1]図

灰原炭化物層 ① 5 3 ② 12 9 胎土1よ砂粒を少lit含む，焼成軟15 
益 図叛IO

A 

質，色調淡/;ii色
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遺物番号 西 帥悶闊番・}}| 出：卜地点 ①沿謀法②91径③」，t胴(cm径)④底径
ヘラ

訓幣法及び特徴 時期 備 考ずμL9方に 9

内外面ヨコナデ．天井部回転＾
第 II図

E¥I'トレンチ炭化物i， ① 4.4 ② 13 4 
ラ削り

B 1 6 杯
位 図版10 胎士は砂粒合もが良い，焼成良

色調淡赤褐色

内外面ヨコナデ．天井部回転へ

17 杯
盆 第1]図

灰1点 ① 3 9 ② l3 0 

゜
ラ削り

B 
図版 10 胎士は砂粒少い，焼成良好

色湖暗1バ色

内外面ヨコナデ． XII'部ヘラ削り

18 杯
蓋 第 11区］

灰原炭化物肘 ① 4, 1 (g) 12,!) 

゜
胎上は砂粒若干，焼成良好 B 

図版 10
色調灰色

19 杯
第 11図

蓋 図版10
灰原

内外面ヨコナデ．天／1• 部ヘラ削り

① 4 I ② 12 2 胎土ぱ細砂粒を若干含む，焼成 B 

やや歓四，色関荼／仮色

内外面ヨコナテ＼天井部回転へ

20 杯
互 箱II図

灰椋 ① 3 5 ② 13 4 

゜
ラ削り

図版 10 胎：1-1よ砂粒少い，焼I戊良好 B 

色調暗ヽ ト3．色

杯
蓋 第 II図

Iii原黄色士 ①(3 4) ② 13 0 

内外面ヨコナテ＇，屁部ヘラ削り

B 21 胎士・大粒砂位・ff干，焼成良好
閃版10

色調成1天色

第11図
天J相罰ヘラ ljl]IJ

22 杯
盆 図版］0

灰 1点 ① .l 8 ② 11 9 

゜
胎士は大粒の砂粒を少拭合も． B 

焼成硬質 色湖黒1バ色

内外面ヨづナデ［天井部ヘラ削り

23 杯 西 第11図 阪原南地IUI- ① 3 3 ② 11 3 

゜
胎土砂粒若十＼焼成硬質良好， C 

図版］0
色調暗Iii.色

復元
内外面ヨコナデ，底部ヘラ削り

24 杯
身 第II位1

灰原 ①1561 ② 133 胎上砂粒若干，焼成やや良 hi• A l/2久損
図肋jl(）

色調小豆色

内外面ヨコナデ．麻部ヘラ削り

25 I{、 身 第11図 灰原 ①I 4.8) ② 13 0 胎..LI,t砂粒を若•T含む，焼成や A 
図~10

や軟質，色調版茶色

内外面オコナデ．底部ヘラ削り
第11図

灰原炭化物荊 ① 4 4 ② 11 9 胎土は砂粒を若干含む，焼成や26 杯
身 図版10 B 

| や車欠質，色閣灰黄色

第II図
内外面 1コナデ．底部ヘラ削り

27 杯
身 図版10

1火原 ① 4 4 ② 11 4 胎」心砂粒少く良好，焼成良好 B 

色聞1仮色

内外面ヨコナデ，底部回転ヘフ
第 llM 削り

28 杯 身 図版 II
灰原 ①(5 6) ② 10 1 

゜
胎土1え砂粒をあまり含まず良好．

B 

焼成良好．色調小豆色

内外面ヨコナデ．底剖1回転ヘラ
第1]［河

灰原 ①(3 9 I ② 10.6 

゜
削り底部欠掛

29 杯
身 凶叛11 胎士1よ砂粒少く良好焼成良好

B 

色糾小豆色

内外面ヨコナデ． Iil'.部ヘラ削り
第111'図

灰原 ① 3 9 ② 11 2 
胎士1よ大粒の砂粒をわずかに含

:10 杯
身 図版II む，焼成硬質，色関（内 ／火色 B 

外，、小豆色がか‘・った1火色）

内外而ヨコナデ，底部団転ヘラ
第1]図

灰原 ① 3 7 ② 11 8 

゜
削り

31 Iネ
身 図版ll 胎—+． 1よ砂粒を若干含むが良い． B 

焼成若干あまい．色調灰色
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遺物番号 器 種 醤番号 出土地点 ①阻高R法111肴③鼠胴(cm径)④託径
ヘラ

調整法及ぴ特徴 時期 鑓 考嗜•"し·，，" 

内外OOヨコナデ．底部ヘラ削 I)

32 杯
勾 第II図

灰頒炭化物岡 ① 4.1 ② 11.6 胎土は砂粒を含む，焼成あま 1J B 
図版11

良くない．色調淡Iii.色

内外面ヨコナデ．底郎ヘラ削り

33 杯 身 筍11図 灰原 ① 3.8 ② 11.0 胎土は砂粒を殆ど含まず良好． B 
図版II

焼成良好．色網暗Iii色

内外面ヨコナデ，底祁ヘラ削り

34 杯 身 筍11図 版原 ① 3.8 ② 11.8 胎土は砂粒をかなり含む．焼成 B 
閃版II

良好，色調暗灰色

内外面ヨコナデ．底部回転ヘラ

3ゞ5＇ 杯
身 第II図

灰原 ① 3.4 ② II.4 

゜
削り

B 
図版］ 1 胎土は梢遺され良好焼成良好

色調暗小豆色

内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

36 杯
身 mlltえl

Iii.原南地1l1J: ① 3.3 ② 10.1 

゜
胎←十．は砂粒多い．焼成良好 C 

図版11
色調灰色

内外而ヨコナデ，底節ヘラ削り

37 杯 身 mll図 Iii原表土 ① 4.2 ② 10.7 C 1/4欠tll

胎土は砂粒多い，焼成良好

内外面ヨコナデ． k'!:;祁l991転ヘラ

38 杯 身第II閃 I/ii面南地U1I・. ① 3. 7 ② I0.0 

゜
削り

C 
胎土は砂粒多い，焼1戊良好

色悶Iii.色

内面ヨコナデ．クト面右廻りのカ

39 蓋
第11図＇

灰原 ①(3,5) 
キ目

A 
図版11 胎上は紗粒多い．焼成良好

色湖淡赤褐色

復元
内外面ヨコナデ

第II図
40 杯 注 図版11

Iii 原 ① 5.3 ② 14.0 
胎土は砂粒を含む．焼成硬質で

A I /2欠祖

良好．色調小豆色

内外面ヨコナデ，天井部1"l転へ

杯
第12図

IA 1原 ① 5.4 ② 12.4 
ラ削り

41 
滋 図版II 胎tは砂粒少く良好，焼成あま B 

ぃ色調Iii.褐色

内外面ヨコナデ． ’kj村部ヘラ削り

42 杯
蓄 筍12閃

灰原 ① 5.3 ② 12.4 胎ナ．はK柑砂粒若干．焼IItはあ B 
図版12

まい．色幽淡い茶褐色

復元 内外面ヨコナデ，天井滞ヘラ削り

43 蕊
布12図

1天原 ① 4.9 ②II. 7 胎土は小砂粒を若干含む．焼成 B 
閃版12

やや硬貨．色閾淡小豆色

杯内外面ヨコナデ．杯底祁19，1転

44 麻
杯 第12図

版原 ①(3.8) ② 12.5 
ヘラ削 'J。

A 脚全欠
図版12 胎土精遣されている．焼成良好

一色調（内…淡小豆色．外…Iii色）

杯内外面ヨコナデ．杯底祁ヘラ

45 麻
杯•第12図 1長原 ①00.8) ② 12,4 

削り，脚部ヨコナデ
A 

図版］2 胎土は砂粒若干．焼成硬質

色闘（内・・・小豆色． 外•••暗Iii. 色）

杯内外l面ヨコナデ．脚部カキ H

46 高 杯 第12図 1長原 ① (11.1) ② 12.2 

゜
胎土は砂粒を殆ど含まず精遺さ

A 
図版12 れている焼成良好

色調（内・・・小豆色，外・1,;,色）

復元
杯部内外面ヨコナデ

47 高
杯 第12図 Ii<. 原 ①(7.3) ② 13.9 

胎土は砂粒を殆ど含まず．焼成
B 

図版12 やや硬買

色調9]、豆色がかった'*色
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遺物番け・ 岱 種醤腐ifi;;• ： I'，＿1;地．9.,i iJ② : ③!it!l kml ヘラ
J.i整法及び特徴 時101 (Iil 考

① 岱， ：・り 1 _1 社 1d! if ④ 底ff ,,；L ．9 99 , 9. 

t和勾タト［面ヨコ •1--7一＇ 杯底部ヘラ

48 高 杯沼l21'XI I火 Ig; ①(12 21 ② 12 0 
削り

B 脚剖次損
胎」ーは砂粒 5• 殆ど含まず．焼 I戊
踵'i'i良好，色闊1J辻g

復元． 内外面ヨコナデ

49 高杯胴
(ii 12図

駅 1点 (i)(7 4 I (4) JS 7 胎tは砂粒を1'，:「含／',焼IJIi:硬 H 
図板 12

質，色』9,.]//む•',＼色

復｝じ
杯内外而ヨコナデ． I氏：~Iヘラ削
り。

50 ,＇，::, 杯 第121メI 版 19i ①I 4 :, I ② 13 6 
胎上は砂粒若干，焼I戊良好， A 脚部全欠

色糾淡赤褐色

～・ 一ヽー
杯l)、Jクトihiヨコナデ タト1fnに一：¥ll
刺突文あり．

5] '"．． ' 杯第121-,1 灰 Il" ①(4 5 I ② 12 I 胚 1は砂粒を・/,I・ 含む．焼1戊蝕 B 調令欠

tt 色北］ （内 小可色がかった

,,;,色外 II竹灰色）
------・ •··----

B 騨郎全9、
fu几

l付タト［訂ヨコ・）ーデ． IJ¥部ヘラ 1り1)り

5 2 9:’:i 杯 :；；i12図 灰 I東 ①11 9 I ② 12 8 胎」．小砂粒を若・「含む，焼I9し硬
図);!j12 

質，色閾1六色

復元 杯内外面ヨ :Jナテ'

53 高
杯 第121又l 灰 11,f ① JC, 4 (2) 11 4 ④ 10 4 

゜
II合もよ砂粒を 1',：・「合す，＇，焼成刑 i B 

図服 12
ti、色；↓j/反色

第12図 i及几 内外而ヨコナデ

54 晶杯脚：祁
図版 l:l

灰 1印 (i)(11 21 ④ 14 0 胎士は砂粒を若干含む，焼1戊研 I] 

t¥. 色乱(]1.k色

外1(1iヨコ＇）デ脚，郎のみ

55 高
杯 初12/‘えI I火 1が ① 14 Ii R l4 1 胎上は小砂粒を若卜含む 焼成 A 

図l:!i13 
やや硬竹，色関1仮色

復Jじ
杯部1人1外面,,コ）・デ脚部もヨ

56 高
杯 冷12図

／i( 原 ①り勺② 9.0 ④ 8 I 
コナデ＇，

C 
図：サil3 胎＿1:は 砂 位 を 多 く 含 じ 焼9戊硼

tt 色乱'，II幻9し色

第12図
内外部ヨコ •J• デ

57 高 i(、脚
図版 13

灰 1点 ① 7 () G) 9 9 胎上は砂粒 9•殆ど含まず焼成 B 

やや印kt'i．色，凋1仮褐色

i,i）し 休］外Ihiョコナデ

58 ，i:』杯脚
第121文I

!A 1J仕 ①(7 l I ④ 9 4 胎土は細砂粒わずかに含む B 
図販13

焼h炉やや軟t'i，色湖I火色

， 

復元
内外iliiヨコナデ

5 9 高
杯 第12図

恥 IM ①I 7 5) ④ 11 9 
胎士1よ砂粒を殆ど含まない，

B 
掬版 13 焼成硬炊，色調（内 暗灰色，

外灰色）

復"ji: 内外面ヨコナデ．底部ヘラ削り

60 椀
第13図

灰1点EI¥’ トレンチ ① Ii 4 ② II I II年1:1:1砂位を若干含む，焼成硬 A 
図飯13

It,色調（内 Iii色外小豆色）

iV圧
l朴クトiぃョコナデ 底：｝『へ 7月,1り

第131,1 半分欠jIj
61 椀 阪／iIT ① 9; l ② 12 3 A 

図財¥]3 胎土は砂粒若十．焼成良好・

色訓淡赤褐色

内I旬ヨコナデ，外面 1部カ・¥'II

俯
第13図

灰匝 ① 8 5 ② 11 9 c¥ とヨコナデ底部1,,,転ヘラり,,り
62 

図板 13 胎」心砂粒をかなり含む，焼成
B 

ややあまい，色戯明灰色

復元
内面ヨコナデ．外面 l・'I'，；祐カキ

63 椀
第13図

灰原 ① ]0 0 ② 8 3 
H，ド4'・：祁カキ目の lご，ヘラ削り

B 
図版 14 胎土は砂粒を若 F含し焼,,しや

や硬買，色調小豆色
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遵物番号 料 種打闊配｝ 出土地点 ①訟':;i'@1:111そ③IK胴km径)④Ii(径
ヘラ

関整法及び特徴 時期 麻 考＂Iしヽ’9・i ’ 

内外面ヨコナデ．天9t-部199l転へ

64 lit 姦第13図 1大原 ① 3.1 ② 8.0 

゜
ラ削り

胎：I：は砂粒含む．焼9戊良好 A 

色調lIfIA色

内外面ヨコナデ. u~ ；祁ヘラ削 9)

65 ,J ヽ形•嵌
第13j'.<J

舷 1：床r面 ①(7 6) 胎：I'. は若•F砂拉含む．焼1戊良好 B 
図版14

色関IIh1K色

内I面ナデ．外,iriヨコナデとカキ1-1

66 台付壺
第l3fsf

IK I原 ①(6.6 l 胎」：砂粒若 I;・ 焼I戊軟'tt B 
図阪14

色関黄褐色

内外血ヨコナデ

67 脚
第13図 11, I点 ①(3 ") ④ 8.9 

゜
胎上は細砂粒をわずかに含む C 

図版14
焼成軟tt．色調淡い小豆色

内外而ヨコナデ

68 脚
台 布13図 灰 1点 ①(6.8) ④ 13.9 胎・l:1よ砂粒をf9F含む．焼成硬 A 

図版14
tt，色戯 1長色

内面ヨコナデ，外面II争i：祁ヨコ

69 k泉 第131"1 Iii I点 ①(9.1 I ② 11.0 
ナデ．頸部カキ 1-1

B 
胎：l：砂粒含む，焼成硬'/'t
色刷ll;1•Iii. 色

内面ヨコナデ．外I面かキ II

11! 鉢第121~1 11, I貞 ① 8.8 
1/3のみ残存 R 

70 
胎＿1：は砂粒々，； I'.焼IitJぃh(・ と
色謁／＊ー色

筍13111
内外1/iiヨコナデ

c 
71 平瓶II象杖

図版 14
Iii. I点 ①(S.9) ② 7.8 胎土は砂粒fFF含むが良好

＼ 

焼成良好．色湖Ilflk色 D 

外11iカキII

72 提
瓶 第13図

灰 1点 ①(l!i.51 胎上は砂粒を1fF含む C 
図版14

焼成硬tt．色訓暗／,,色

復Jt: 復,i: 令1(jj1こ釉付抒のため調整法―不IIII

73 提
瓶 筍13位l

灰 1点 ① 18.5 ② 6.4 ・ !f;・f:Iよ砂粒を行 F含む C 
図版14

焼成硬質．色、幽Ii<色

内面ヨコナデ．外面カキII状 (1)

74 出09  第14図 11i. 原 ①112.0) ④ 15 7 
線が人る

図版14 胎土砂拉を含む．焼成硬t't
色刺IIfIた色

第141'月 胎土は砂粒をtFr含む
75 直 II壷 灰 1/J ①(8.5)R11.6 ③ 25.5 

閃飯15 焼成やや硬1t，色晶llた色

複Jt
II緑内外1籠ヨコナデ，日沸内1前1HI

76 甕 11 1，i 第14図 Iii I原 ①(5 8) ② 19.6 
心 l']IIJJ き．外面格(•叩き．％欠 fII
胎．I：は砂粒を含む，焼1戊飲質．

色閾淡い茶Iii色

I・1緑内外1葡ヨコナデ．日沸内ilii

77 中!'!II松
筍14図

灰 1点 ‘①(8.9) ② 18.8 
同心1リタタキ． 9卜／fii/各f・H状タ

図版）5 タキ．胎土は砂粒をtFF含む．

焼成硬'It.色謁Iii’色

「1緑内外面ヨコナデ． H部内面

78 中~~I Ii~ 
布141̀XI

灰原 ①(8.4) ② 20.5 
祖い l司心 1’lITn き， 9卜面格•f平行

図版15 叩き．胎•tiよ砂粒を行―F 含む．

焼成飲1t.色潤茶1六色

II柑内外面ヨコナデ，日；祁内面

"'141>1 
灰1点炭化物N ①(9 0 I ② 15. 7 

l且l心•F]II|I き．外i目II\{•状Illl き、
79 小

甕 図服l5 胎•t は砂粒を中；，―Iこ含む，焼1戊軟

'ti.色調淡黄色
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闊翻 ①器，:・:;法②Iltを③llt胴(crn径)④底径
ヘラ

調霰法及び特徴 時間 鑓 朽遺物番；；• 四 帷 "1, t地．＇・'.,i,
＂●し"9し',・ 

II籍内外面ヨコナデ．比祁内面
筍14図

①(8.4 I② 20.4 
同心l'I叩き，外面格—HI叩き．

80 甕 11縁 灰原
胎土は紗9.ilを1FF含む會焼成硬図版15
＂．色詞 Jfi色

口様：祁内外面ヨコナデ．肩部外

浅 筍141汎 ①(7.31 ② 20.3 
面平ttタタキ．内面同心l’lクタキ．

81 中 灰原
胎土は砂粒を若干含む．焼成硬質図版］5
色闘（内面1暗／夭色（外面）Iii色

「I籍内面ヨコナデ．外面カキH.

唄筍14図 ①(9.3) ② 22.4 
日部内iliir司心l'Iタタキ．胎土1よ

82 中 以原
砂粒を若干含む．焼成硬灯．

閃叛15
色幽I天色

復尤
口阜山内外面ヨコナデ

:l/4欠損
83 壺 U 緑 屯15l"4 '*原 ①(8.0) ② 32. 7 

胎土は砂粒含む

焼成硬'l't.色調明Iii.色

第15図 胎＿1：は紗粒を若T-含む
84 塑 II籍 焚11床1(ijl-．炭化物附 ①(lU.8) ② 42 0 

閃駁15 娩成硬'l't.色綱Iii.色

2 瓦類

2号窯の焼成部第 1次床面上から軒丸瓦が出土した。また窯内崩壊土堆積層中からも数点出

土し・ている。これらは，窯天井部が崩壊した際，表土上にあったため流れ込んだものと考えら

れる。以下軒丸瓦・丸瓦•平瓦について記す。

軒丸瓦（第20図・図版16・ 17) 

2号窯跡焼成部の床面から出土した。

全長44.1cmで瓦当は無文で下半部は欠失している。直径15.7cm, 瓦当厚は中心部で 1.4cmで

ある。瓦当面はナデ調整を行い，周縁が若干高くなるが判然とはしない。裏面はナデによって

T寧に調整されている。

丸瓦は全体的に焼け歪んでいるが，丸瓦上面は瓦当面から玉縁部にかけてゆるやかにカープ

している。

また瓦当面から 9.2cmのところに径 0.8cmの釘穴が穿たれている。凸面部は細かな格子目の叩

き (0.3X0.3cm) のあと横方向のハケ目調整によって仕上げている。瓦当面と釘穴の間は縦方

向に指ナデ調整を行っている。この凸面部には全体に砂が焼きついており焼台に使用されたも

のであろう。 1!!1面は全体に強い横方向のナデ調整のため，一部に粘土紐らしき痕跡が認められ

るほかは成形，調整に関する痕跡は一切不明である。側縁は丁寧なヘラケズリによって仕上げ

ている。

玉縁は丸瓦体部から斜めに段がつき，約 0.8cmで比較的低い。凹凸面ともヨコナデによって

丁寧に調整されている。端部は丸<f:1：上げられており，通常の丸瓦とは異ったものであり，土

器の口縁を思わせる特徴的なものである。胎土は荒い砂粒をかなり多く含み，焼成は堅緻であ

る。

丸•平瓦（第21図・図版18)
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第21図 2号窯跡出土平瓦実測図・拓影（縮尺 1/3)



焼成部，燃焼部，灰原などから主に出土したが，量的に少く，かつすべて破片であり完全な

形に復元し得るものは丸•平瓦ともない。出土点数は丸瓦10点，平瓦45点である。

丸瓦は軒丸瓦と同じ技法によったと考えられるが，最後の仕上げ調整の有無によって 2種類

に分類できる。ひとつは軒丸瓦と全く同様のもので，凸面は格子目の叩きのあとハケ目によっ

て仕上げ，凹面は強いヨコナデによるものであり，他は凸面が格子目による叩きのままである。

また凹面はランダムなナデによるのみで，粘土紐の痕跡が顕著に残っているものがある。

平瓦は全体的に薄手で厚さは1.0-1. 5cmである。全形を知り得るものはないが，素材の取り

方で粘土板らしきものによるものと粘土紐によるものとがある。第21図ー1・ 2は比較的全体を

知り得るもので，幅19.8cm, 現存長22.5cm, 厚さ 1.5cmである。粘土板とはかなり趣きを異に

しており，糸切りなどの痕跡は全く認められない。素材の取り方は明らかでないが，粘土塊を

方形の板状に延ばしたのち，両面とも指ナデによって調整を行い，両端部および両側縁をヘラ

ケズリ，指ナデによって調整したものと考えられる。片方の側縁が肥厚した部分はヘラケズリ

により調整している。全体的にゆがんでいる。 2も同様の技法によったもので両面とも強い横方

向のナデが認められ，肥厚した側縁をヘラケズリ調整している。この他凸面をハケ目によって

仕上げているものもある。 3は粘土紐によるもので，粘土紐は1.8-2.lcmぐらいのものを巻上

げている。凸面は11[Jきの痕跡は全く認められず，ハケ状工具によって縦方向に調整のあと， さら

に全面にわたって指ナデにより仕上げている。凹面は粘土紐の痕跡が顕著に残っているが模骨

らしき痕跡は認められない。側縁および端部はヘラナデによって丁寧に仕上げている。胎土は

荒い砂粒を多く含むものとほとんど砂粒を含まない精製されたものとがある。

以上各々の細部の特徴などを記してきた。そこで軒丸瓦の製作技法をあらためて考えてみた

い。瓦当部から玉縁の間に幅3.5-4.0cmの間隔をもって，粘土紐の痕跡が数個所認められる。

このことから軒丸瓦を作る場合，まず円形の枯土板をおき，粘土紐を巻き上げる。そして凸面

部を格子目叩き具でl.l|］きしめ，ハケ目およびナデによって調整する。次いで土管形の円筒を半

裁し，瓦当と丸瓦を接合する。ヘラケズリ調整を行う。これら一連の作業は土器の製作と同様

にロクロないしは回転台を使用したと考えられる。

以上おおまかな手順を考えてみたが，製作時はもっと細い手法が加えられるものと思われる。

瓦当と丸瓦の接合部を観察すると凹面に貼付する枯土は薄く，その角度はほぼ直角に近い。又，

丸瓦の両側端は中央部で狭くなっており，粘度紐巻上げ技法から生ずるゆがみではないかと考

えられる。また，瓦当と丸瓦の接続部の形態は畿内飛鳥寺の軒丸瓦と類似しているが，本例は

模骨や成形台を使用しておらずこれまでの瓦の製作技法とは異った，むしろ土器（甕や壺）の

製作技法に近いようであり， きわめて注目すべき瓦であるといえる。

これまでに窯跡および寺院跡などから，いわゆる須恵質の初期的な瓦が発見されている。な

かでも大浦 2 号窯跡は須恵器と共に丸•平瓦が出土し，凸面に平行線文，凹面は同心円文およ

び布目痕が残り，模骨製作技法によって作られている。時期は 6世紀末から 7世紀前半頃とさ

れ，九州における瓦の初現を提示された。今回出土のそれは大浦 2号窯跡出土の瓦に比べて，
(Jf. 1) 

技法的にも異り，又伴出した須恵器は大浦出土の須恵器より時期的に若干遡るものと考えられ

る。このように今回出土の瓦は製作技法およびその製作時期について従来の瓦に対する考え方
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では律しきれない点が多く，今後の資料の増加をまつとともにさらに検討を加えていきたい。

註 l.福岡県教育委員会「野添・大浦窯跡群」福岡県文化財調査報告轡 第43組 ］970 

第22図 平瓦細部拓影（縮尺 1/ 2) 
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wi 
ま と め

確認された事項は以下のとおりである。

1.遺跡は牛頸古窯跡群の東北端に位躍する。

2.丘陵厖根を挟んだ南北に 2基の窯が確認された。

3. 1号窯は S14°Eの焚口方向をもつ地下式窯で，残存長 7.6m, 第 1次床面の焼成部傾斜角

は33゚ である。 3次にわたり改修があり， 4枚の床面間の堆積層は原い。操業期間の長さを物

語っている。

4. 2号窯は N26°Wの焚口方向をもつ地下式窯で，残存長は12.0m,第］次床面の焼成部傾斜

角は30゚ である。 2回の改修があり， 3次の床面間の堆積層は薄い。操業期間の短かさを物語っ

ている。

5. 1号窯からは C類が大半を占める須恵器が出土した。 2号窯からは B類が大半を占める須

恵器と瓦が出土した。

年代について

北部九州における従来からの型式からいえば， A～ D類は川 B~V型式に相当する。しかし

各類をどの型式に充当させるかについては研究者間に相違点があり．私見として A=IlIB, B 

=NA, C=NB, D=Vと基本的に考え， B類の細部のうち Ba類まで川 B型式に充当する

可能性を保留した。

Ba類は陶邑における中村浩氏の II型式第 4段階，田辺昭三氏のTK43型式に， Bb類は同

様に 1I型式第 5段階， TK209に概ね充当し， 小墾田宮跡 SD050出土品中の最新型式である藤

原B類に最も近い。

藤原B類は「飛鳥寺創建以前の飛鳥寺下層型式の直後にくる型式で，・・・・存続時期は AD600 

年を大きく隔らないところ」とされている。この年代観を演秤するならば 1号窯の操業の時期
註

はAD 600 ----650の間， 2号窯は AD600年以前となる。

2号窯出土の瓦製作時期について

第 1次床面から出土した紆丸瓦の表面叩きは第19図11の叩きと同様同種である。 11の甕片は

第10図 7の杯身及び第21図平瓦と共伴している。この杯身は Ba類である。よって当窯出土瓦

は現段階では AD600年を遡ると考える。

註 奈良国立文化財研究所「飛烏•藤原宮発掘調査報告害 I 」 1976 
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図版
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図版 2 

(担) .....：屈翌や送湮装湮 （frj).-<傘翌俎誤



図版 3

(1) 関究1ifIの2乃窯

(2) 天井部残存時の2号窯全娯



図版 4
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2号窯出土須恵器⑥
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（上）枯上紐痕跡と

ナデおよびハケ目

調整 （平瓦）

（下）ナデおよび

ヘラケズ ＇）よl整
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 （上） 丸瓦 （下） 須忠器甕の凸凹面のII|lきおよびナデ調整
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